
農
林
水
産
省
は
先
ご
ろ
２

０
２
２
年
度
「
食
育
白
書
」

を
公
表
。
文
末
の
同
省
Ｗ
ｅ

ｂ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。

第
１
部
で
は
「
『
新
た
な

日
常
』
や
デ
ジ
タ
ル
化
に
対

応
し
た
食
育
の
推
進
」
を
特

集
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
応
し
た
食
生
活

や
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
食
育
へ
の
国
民
の
考
え

方
、
そ
の
実
践
や
取
組
事
例

を
紹
介
す
る
。

第
２
部
「
食
育
推
進
施
策

の
具
体
的
取
組
」
は
、
「
早

寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
国
民

運
動
な
ど
子
供
の
生
活
習
慣

を
記
載
し
た
第
１
章
「
家
庭

に
お
け
る
食
育
の
推
進
」
、

学
校
の
食
の
指
導
体
制
や
地

場
産
物
の
給
食
活
用
状
況
等

を
ま
と
め
た
第
２
章
「
学

校
、
保
育
所
等
に
お
け
る
食

育
の
推
進
」
、
さ
ら
に
第
３

章
「
地
域
に
お
け
る
食
育
の

推
進
」
、
第
４
章
「
食
育
推

進
運
動
の
展
開
」
、
第
５
章

「
生
産
者
と
消
費
者
と
の
交

流
の
促
進
、
環
境
と
調
和
の

と
れ
た
農
林
漁
業
の
活
性
化

等
」
、
第
６
章
「
食
文
化
の

継
承
の
た
め
の
活
動
の
支
援

等
」
、
第
７
章
「
食
品
の
安

全
性
・
栄
養
等
に
関
す
る
調

査
、
研
究
、
情
報
提
供
及
び

国
際
交
流
の
推
進
」
な
ど
。

さ
ら
に
第
３
部
は
「
食
育

推
進
施
策
の
目
標
と
現
状
に

関
す
る
評
価
」
で
、
第
４
次

食
育
推
進
基
本
計
画
で
掲
げ

た
目
標
値
の
進
捗
状
況
等
に

つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：https://ww

w.maff.go.jp/j/syokui
ku/wpaper/r4_index.h
tml

Ｃ
Ｐ
Ｍ
生
活
者
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
㈱
主
催
、
全
国
農
業

協
同
組
合
連
合
会
（
Ｊ
Ａ
全

農
）
な
ど
協
賛
に
よ
る「『
お

気
に
入
り
の
ご
当
地
を
紹
介

！
』
お
弁
当
レ
シ
ピ
コ
ン
テ

ス
ト
」
が
小
学
生
を
対
象
に

９
月
１５
日
（
消
印
有
効
）
ま

で
レ
シ
ピ
募
集
中
だ
。

米
が
主
食
の
お
弁
当
レ
シ

ピ
で
、
自
分
が
住
む
地
域
、

ふ
る
さ
と
な
ど
の
「
ご
当
地

食
材
」
「
ご
当
地
料
理
」
な

ど
を
取
入
れ
る
こ
と
が
条

件
。
小
学
生
が
対
象
だ
が
、

家
族
に
少
し
手
伝
っ
て
も
ら

っ
て
も
よ
い
。

応
募
は
お
弁
当
レ
シ
ピ
と

写
真
、
１
人
に
つ
き
２
作
品

ま
で
。
郵
送
、
又
は
メ
ー
ル

添
付
。
結
果
は
１１
月
ご
ろ
Ｊ

Ａ
全
農
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
で
。

郵
送
＝
〒
１９４
―
８
６
９
１

町
田
郵
便
局
私
書
箱
１３
号

Ｊ
Ａ
全
農

お
弁
当
レ
シ

ピ
コ
ン
テ
ス
ト
係

メ
ー
ル
＝
件
名
「
Ｊ
Ａ
全

農
お
弁
当
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス

ト
」
と
明
記

jaobentou
@cpm-net.jp

応
募
要
領
・
応
募
用
紙
等

の
詳
細
＝https://ww

w.zennoh.or.jp/press/
release/2023/95084.ht
ml

食
べ
る
と
お
い
し
い
料
理

な
の
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影

し
て
み
る
と
、
何
と
な
く
お

い
し
さ
を
伝
え
き
れ
て
い
な

い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
プ
ロ

カ
メ
ラ
マ
ン
じ
ゃ
な
い
か
ら

素
人
に
は
無
理
…
そ
ん
な
風

に
思
い
が
ち
。
で
も
、
プ
ロ

が
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
を

真
似
る
だ
け
で
、
お
い
し
そ

う
な
写
真
が
撮
れ
ま
す
。

献
立
を
撮
影
す
る
時
、
ど

の
位
置
に
食
器
を
配
置
し
ま

す
か
？
普
通
は
手
前
に
主
食

（
ご
飯
・
パ
ン
）
、
汁
物

（
味
噌
汁
・
ス
ー
プ
）
、
後

方
に
主
菜
、
副
菜
（
小
鉢
・

サ
ラ
ダ
）
、
デ
ザ
ー
ト
・
飲

料
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
最
も
目
立
た
せ
た

い
の
は
主
菜
で
す
。
主
食
や

汁
物
は
炊
き
込
み
ご
飯
や
具

沢
山
の
汁
物
以
外
は
脇
役
と

考
え
ま
す
。

こ
の
配
置
を
「
構
図
」
と

言
い
、
「
日
の
丸
構
図
」
、

「
対
角
構
図
」
、
「
三
角
構

図
」
が
あ
り
ま
す
。
日
の
丸

構
図
は
、
撮
影
し
た
い
も
の

全
て
を
中
心
に
置
い
て
撮
り

ま
す
。
落
ち
着
い
て
安
定
し

て
見
え
る
半
面
、
誰
で
も
撮

れ
て
面
白
み
に
欠
け
ま
す
。

対
角
構
図
は
、
被
写
体
を
画

面
の
対
角
線
に
大
胆
に
置
い

て
撮
り
ま
す
。
躍
動
感
が
生

ま
れ
や
す
い
反
面
、
傾
い
た

り
し
が
ち
で
す
。
三
角
構
図

は
、
メ
イ
ン
の
料
理
を
中
心

に
三
角
形
を
描
く
よ
う
に
配

置
し
ま
す
。
安
定
感
が
あ
り

複
数
を
一
緒
に
写
す
時
も
無

理
な
く
見
や
す
い
画
像
に
な

り
ま
す
。

次
の
注
意
は
カ
メ
ラ
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
構
え
る
角

度
で
す
。
被
写
体
に
対
す
る

カ
メ
ラ
の
角
度
（
高
さ
）
を

「
ア
ン
グ
ル
」
と
言
い
、
座

っ
た
目
の
高
さ
か
ら
撮
影
す

る
「
ア
イ
レ
ベ
ル
」
を
基
本

に
、
約
４５
度
斜
め
下
に
被
写

体
お
い
て
撮
影
し
ま
す
。

そ
の
高
さ
よ
り
高
い
位
置

か
ら
撮
る
こ
と
を
「
ハ
イ
ア

ン
グ
ル
」
。
逆
に
低
い
位
置

か
ら
撮
る
こ
と
を
「
ロ
ー
ア

ン
グ
ル
」
と
言
い
ま
す
。
ま

た
被
写
体
に
近
づ
い
て
撮
る

こ
と
を
「
寄
り
」
で
撮
る
、

離
れ
て
撮
る
こ
と
を
「
引

き
」
で
撮
る
と
言
い
ま
す
。

斜
め
か
ら
撮
影
す
る
画
像

は
「
斜
俯
瞰
」
と
言
い
ボ
リ

ュ
ー
ム
感
や
立
体
感
が
表
現

で
き
ま
す
。
真
上
か
ら
撮
影

す
る
画
像
は
「
真
俯
瞰
」
と

言
い
、
テ
ー
ブ
ル
全
体
の
彩

や
配
置
が
伝
わ
り
お
し
ゃ
れ

な
雰
囲
気
に
な
り
ま
す
。

様
々
な
撮
り
方
を
試
し

て
、
理
想
の
構
図
や
ア
ン
グ

ル
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

代
表
的
な
構
図
と
ア
ン
グ

ル
の
画
像
を
見
比
べ
て
く
だ

さ
い
。
献
立
の
撮
影
を
す
る

時
、
す
べ
て
の
料
理
を
映
し

た
い
場
合
、
主
菜
を
中
心
に

置
き
、
ご
飯
や
汁
物
は
少
し

小
さ
め
の
器
に
入
れ
る
と
バ

ラ
ン
ス
が
よ
く
な
り
、
更
に

真
俯
瞰
で
撮
影
す
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。
最
近
の
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
等
で
流
行
っ
て
い

る
写
し
方
で
す
。

食
器
の
配
置
に
は
セ
オ
リ

ー
が
あ
り
、
崩
し
に
く
い
も

の
で
す
が
、
少
し
変
化
を
つ

け
る
こ
と
で
写
真
の
見
栄
え

が
変
わ
り
ま
す
。
食
器
の
向

き
を
変
え
た
り
、
手
前
や
奥

に
移
動
し
た
り
す
る
と
、
動

き
や
バ
ラ
ン
ス
が
変
わ
っ
て

お
い
し
そ
う
に
見
え
ま
す
。

【
著
者
】
澤
坂
明
美
＝
管
理

栄
養
士
。
女
子
栄
養
大
学
香

友
会
と
業
務
提
携
し
『
プ
ロ

カ
メ
ラ
マ
ン
と
フ
ー
ド
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
教
わ
る
料

理
写
真
講
座
』
を
継
続
開

催
、
女
子
栄
養
大
学
認
定
料

理
教
室
等
を
主
宰
す
る
。

（
公
社
）
全
国
調
理
師
養

成
施
設
協
会
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

雑
煮
コ
ン
テ
ス
ト
「
第
１
回

Ｚ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
第

三
次
審
査
が
先
ご
ろ
行
わ

れ
、
「
加
賀
丸
い
も
と
餅
も

っ
ち
」
（
考
案
＝
石
川
県
能

美
市
・
高
校
３
年
生
）
、

「
春
を
告
げ
る
あ
お
さ
の
お

雑
煮
」
（
考
案
＝
三
重
県
伊

勢
市
・
中
学
２
年
生
）
が
最

終
審
査
に
選
考
さ
れ
た
。

昨
年
１２
月
か
ら
今
年
１

月
、
「
い
つ
で
も
食
べ
た

い
、
地
元
食
材
で
私
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
雑
煮
！
」
を
テ
ー
マ

に
全
国
の
小
・
中
・
高
校
生

か
ら
雑
煮
レ
シ
ピ
を
募
集
。

１
１
８
校
か
ら
１
０
７
７
点

の
応
募
が
あ
っ
た
。
服
部
栄

養
専
門
学
校
で
行
わ
れ
た
三

次
審
査
で
は
、
選
考
さ
れ
た

レ
シ
ピ
５
点
を
同
校
教
員
が

調
理
し
、
同
協
会
会
長
の
服

部
幸
應
校
長
、
料
理
研
究
家

・
浜
内
千
波
氏
、
「
恵
比
寿

笹
岡
」
店
主
・
笹
岡
隆
次

氏
が
実
食
し
て
選
出
。

富
山
県
で
開
催
さ
れ
る
第

１８
回
食
育
推
進
全
国
大
会
の

会
場
で
６
月
２４
日
、
最
終
審

査
・
グ
ラ
ン
プ
リ
が
決
定
・

発
表
と
な
る
。

２
０
１
３
年
１２
月
に
「
和

食
：
日
本
人
の
伝
統
的
な
食

文
化
」が
ユ
ネ
ス
コ「
世
界
無

形
文
化
遺
産
」に
登
録
さ
れ
、

今
年
１０
周
年
を
迎
え
る
。一

方
で
家
庭
に
お
け
る
和
食
の

継
承
は
難
し
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
学
校
や
保
育
施
設
に

お
け
る
給
食
が
、
和
食
文
化

の
継
承
に
大
き
な
役
割
を
担

う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
本
連
載
で
は
学
校

給
食
に
お
け
る
和
食
を
取
り

上
げ
る
。
第
１
回
は
和
食
献

立
の
中
で
「
だ
し
」
の
う
ま

味
や
食
材
を
活
か
す
こ
と
で

減
塩
も
取
り
組
む
都
内
の
中

学
校
を
紹
介
す
る
。

江
戸
川
区
立
小
岩
第
四
中

学
校（
鈴
木
訓
文
校
長
）は
今

年
創
立
７０
周
年
を
迎
え
る
、

生
徒
数
３
６
９
人
の
中
規
模

校
。
日
々
提
供
さ
れ
る
学
校

給
食
は
好
評
で
、
毎
日
完
食

す
る
学
級
も
珍
し
く
な
い
。

「
給
食
は
生
徒
が
選
べ
な

い
も
の
。
だ
か
ら
こ
そ
残
さ

ず
し
っ
か
り
食
べ
成
長
を
支

え
ら
れ
る
、美
味
し
い
献
立

を
考
え
た
い
」と
語
る
の
は
、

船
木
由
圭
里
主
任
栄
養
士
。

洋
食
、
中
華
な
ど
変
化
に

富
ん
だ
献
立
の
中
で
も
、
和

食
は
積
極
的
に
週
３
回
程
度

は
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
「
家
庭
で
は
調
理
し

や
す
い
洋
食
が
多
い
と
思
わ

れ
る
の
で
、
給
食
は
で
き
る

だ
け
和
食
に
し
た
い
。
和
食

は
日
本
の
食
の
基
本
な
の

で
」
と
そ
の
理
由
を
語
る
。

和
食
文
化
国
民
会
議
が
主

催
す
る
「
だ
し
で
味
わ
う
和

食
の
日
」
（
以
下
、
和
食
の

日
）は
、江
戸
川
区
か
ら
区
内

小
中
学
校
へ
の
働
き
か
け
も

あ
り
、同
校
も
参
加
。船
木
主

任
栄
養
士
は
「『
和
食
の
日
』

が
あ
る
こ
と
で
、
意
識
し
て

だ
し
を
使
っ
た
取
組
を
推
進

す
る
日
に
な
る
」
と
話
す
。

昨
年
の「
和
食
の
日
」の
献

立
は「
さ
ん
ま
の
蒲
揚
げ
丼
、

き
ゅ
う
り
と
か
ぶ
の
塩
昆
布

和
え
、
白
菜
の
す
ま
し
汁
、

み
か
ん
、牛
乳
」。
白
菜
の
す

ま
し
汁
で
は
、通
常
よ
り
１
・

５
倍
程
多
め
に
だ
し
を
使
用

し
、ゆ
ず
で
風
味
豊
か
に
し
、

塩
分
の
調
味
パ
ー
セ
ン
ト
が

０
・
６
％
で
も
美
味
し
く
感

じ
ら
れ
る
し
っ
か
り
し
た
味

わ
い
に
な
っ
た
こ
と
で
、
減

塩
に
も
つ
な
が
っ
た
。

減
塩
は
江
戸
川
区
全
体
の

取
組
で
も
あ
る
。
２
０
２
２

年
施
行
「
江
戸
川
区
食
育
推

進
計
画（
第
２
次
）」
で
は
減

塩
の
数
値
目
標
（
２
０
２
６

年
迄
に
男
女
共
２
㌘
減
）
を

設
定
し
、
学
校
給
食
で
も
常

に
意
識
す
る
こ
と
の
一
つ
。

そ
う
し
た
中
「
和
食
は
食
材

の
使
い
方
や
調
理
の
工
夫
次

第
で
、
塩
分
の
調
節
が
し
や

す
い
」（
船
木
主
任
栄
養
士
）。

「
う
ま
味
」
は
食
材
か
ら
も

だ
し
を
た
く
さ
ん
使
え
ば

減
塩
に
つ
な
が
る
も
の
の
、

毎
回
の
給
食
で
は
費
用
面
で

厳
し
い
と
こ
ろ
。
そ
こ
で
野

菜
の
甘
味
や
鶏
肉
と
い
っ
た

様
々
な
食
材
か
ら
の�
だ
し
�

や�
う
ま
味
�も
活
か
す
よ
う

に
し
て
い
る
。
吸
い
物
で
あ

れ
ば
だ
し
に
加
え
て
か
ま
ぼ

こ
や
わ
か
め
を
使
用
す
る
。

う
ま
み
が
し
っ
か
り
出
て
い

る
と
、
生
徒
た
ち
も
良
く
食

べ
て
く
れ
る
と
い
う
。

他
に
も
、
ゆ
ず
、
ゴ
マ
、

梅
、
鰹
の
糸
削
り
な
ど
、
和

の
食
材
に
は
風
味
や
食
感
が

良
く
な
る
も
の
が
豊
富
な
た

め
、
塩
分
を
控
え
つ
つ
も
味

わ
い
深
い
献
立
が
可
能
に
な

る
。
さ
ら
に
�
煮
魚
の
煮
汁

を
最
小
限
に
抑
え
る
�
と
い

っ
た
調
理
員
の
技
術
に
も
支

え
ら
れ
て
い
る
。

取
材
時
は
開
校
記
念
日
の

お
祝
い
給
食
で「
鯛
め
し
、梅

肉
和
え
、か
ま
ぼ
こ
と
か
ぶ

の
す
ま
し
汁
」な
ど
。鯛
め
し

は
、
鯛
の
あ
ら
を
オ
ー
ブ
ン

で
焼
い
て
か
ら
昆
布
と
一
緒

に
ご
飯
を
炊
き
、
別
に
焼
い

た
鯛
を
混
ぜ
込
ん
だ
。
炊
く

際
に
ご
飯
に
う
ま
味
が
し
っ

か
り
つ
い
た
の
で
、
予
定
よ

り
混
ぜ
込
む
鯛
の
塩
分
を
控

え
め
に
で
き
た
。
各
学
級
、

ほ
ぼ
完
食
だ
っ
た
と
い
う
。

６
月
「
食
育
月
間
」
に
ち

な
ん
で
農
林
水
産
省
は
３０
日

午
後
１
時
３０
分
か
ら
４
時
ま

で
「
ス
ポ
ー
ツ
の
力
と
食
育

で
地
球
を
元
気
に
！
」
と
題

し
食
育
月
間
セ
ミ
ナ
ー
を
東

京
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
す
る
。
会
場
対
面
参
加
は

先
着
１
０
０
人
、
オ
ン
ラ
イ

ン
は
先
着
５
０
０
人
。
２６
日

申
込
み
締
め
切
り
。

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と

行
政
や
企
業
、
団
体
な
ど
が

連
携
し
、
地
域
で
食
育
を
実

践
・
活
性
化
す
る
た
め
の
手

法
や
コ
ツ
に
つ
い
て
、
基
調

講
演
（
「
元
プ
ロ
野
球
選
手

に
学
ぶ
！
食
育
×
若
い
世
代

×
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
」
＝
西
谷
尚
徳
氏
＝
立
正

大
学
准
教
授
、
元
プ
ロ
野
球

選
手
）
や
事
例
紹
介
（
「
地

域
と
連
携
し
た
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
や
子
供
食
堂
の
開
催
、

Ｊ
Ａ
と
連
携
し
た
農
業
体

験
、
規
格
外
の
野
菜
を
使
用

し
た
メ
ニ
ュ
ー
開
発
な
ど
持

続
可
能
な
食
育
を
実
践
す
る

取
組
」
、
「
ト
ッ
プ
選
手
に

よ
る
子
供
た
ち
へ
の
出
前
講

座
『
ご
飯
の
チ
カ
ラ
』
、
地

域
や
ス
ポ
ン
サ
ー
と
連
携
し

た
子
供
た
ち
と
の
田
植
え
教

室
な
ど
食
育
や
農
業
体
験
の

取
組
」
）
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
。

申
込
Ｕ
Ｒ
Ｌ
＝https:/

/www.contactus.maf
f.go.jp/j/kanto/form/s
yokuiku_form.html

全
国
各
地
の
郷
土
料
理
を

「
タ
ニ
タ
が
考
え
る
健
康
的

な
食
事
の
目
安
」
に
基
づ
き

ア
レ
ン
ジ
し
た
レ
シ
ピ
を
競

う
、
第
６
回
「
ご
当
地
タ
ニ

タ
ご
は
ん
コ
ン
テ
ス
ト
―
ヘ

ル
シ
ー
郷
土
料
理
で
ま
ち
お

こ
し
―
」
が
、
レ
シ
ピ
応
募

を
８
月
８
日
ま
で
受
付
。
１１

月
下
旬
に
全
国
大
会
で
競
い

合
う
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

募
集
テ
ー
マ
の
「
タ
ニ
タ

が
考
え
る
健
康
的
な
食
事
の

目
安
」
と
は
①
１
食
当
た
り

５
０
０
〜
８
０
０
ｋ
ｃ
ａ

ｌ
、②
基
本
は
主
食
、主
菜
、

副
菜
だ
が
こ
れ
ら
の
要
素
が

入
れ
ば
１
皿
で
も
可
、
③
主

食
（
ご
は
ん
、
麺
、
パ
ン
な

ど
）
は
１
０
０
ｇ
〜
２
０
０

ｇ
、
④
主
菜
（
肉
、
魚
、
大

豆
製
品
な
ど
）
は
７０
ｇ
〜
１

５
０
ｇ
、
⑤
野
菜
は
１
５
０

ｇ
以
上
使
う
（
き
の
こ
、
い

も
、
海
藻
は
含
ま
ず
）
、
⑥

食
塩
相
当
量
は
３
・
４
ｇ
以

下
。レ

シ
ピ
は
郷
土
料
が
ベ
ー

ス
で
、
栄
養
士
・
管
理
栄
養

士
を
含
む
同
じ
都
道
府
県
の

メ
ン
バ
ー
３
人
以
上
で
チ
ー

ム
編
成
す
る
こ
と
。
詳
細
は

左
記
特
設
サ
イ
ト
へ
。

http://www.tanitago
han.net

１１
月
２４
日
は
「
和
食
の
日
」
。
学
校
給
食
で
子
供
た
ち
が

和
食
に
触
れ
る
機
会
に
し
ま
せ
ん
か
。
和
食
文
化
国
民
会
議

で
は
、
全
国
の
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
学

校
給
食
や
授
業
で
活
用
で
き
る
よ
う
、
和
食
に
つ
い
て
学
べ

て
家
庭
に
も
伝
え
ら
れ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
、
給
食
だ
よ
り

等
で
利
用
で
き
る
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
素
材
、
「
和
食
の
日
」
の

実
践
事
例
の
資
料
な
ど
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

https://washokujapan.jp/dashi-document/

船木由圭里
主任栄養士

教育情報セキュリティ

農
水
省「
食
育
白
書
」公
表

美味しい給食で成長を支え減塩も実現

～「和食」ユネスコ無形文化遺産 登録１０周年～

日本の伝統的な食文化を引き継ぐ①（全３回）

�
新
た
な
日
常
�の
食
育
を
特
集

江戸川区立小岩第四中学校（東京都）

昨年の「和食の日」は
「白菜のすまし汁」など

ご
当
地
弁
当
レ
シ
ピ
コ

ン

テ
ス
ト

小
学
生
対
象
に
募
集

開校７０周年記念日のお祝い献立。「鯛めし、
厚焼き玉子、梅肉和え、かまぼことかぶのす
まし汁、アセロラ寒天、牛乳」

参
加
校

募

集

「
だ
し
で
味
わ
う
和
食
の
日
」

Ｚ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
が
三
次
審
査

創
作
雑
煮
２
点
が
決
勝
へ

鯛のあらと昆布で
うま味を出す

食
育
と
ス
ポ
ー
ツ
が
連
携

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
食
育
月
間
セ
ミ
ナ
ー

◀
三
角
構
図

ローアングル

献立写真献立写真

フードディレクター・澤坂明美

い

撮影のポイント撮影のポイント
プロが伝授する

しい

◀
対
角
構
図

ハイアングル

お

郷土料理をアレンジ
「ご当地タニタごはん」

第
１
回「
構
図
と
ア
ン
グ
ル
」

栄養士らのレシピ募集

配
置
や
ア
ン
グ
ル
を
工
夫

◀
日
の
丸
構
図

アイレベル

少
し
の
変
化
で
見
栄
え
が
変
わ
る

食
育
・
学
校
給
食

２０２３年（令和５年）６月１９日（月曜日） （２）

特集

お
雑
煮
を
食
べ
る
来
場
者

（
昨
年
の
全
国
大
会
会
場
）




